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●凍結保護目的のフロースイッチをユニット付近、屋外に設置する場合、防水性が重要です。
スイッチの仕様を確認の上、風雨や湿気から部品を保護するため、防水性のあるケースやカバーを設置するか、防水加工
を施す必要があります。
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■参考資料　冷凍空調機器用水質基準ガイドライン（JRA-GL　02-1994）

項　　目(1) (6)

冷　　水　　系
温　　水　　系(3)

傾　　向(2)

低位中温水系 高位中温水系

循環水
「20℃以下」 補給水

循環水
「20℃を超え
60℃以下」

補給水
循環水

「60℃を超え
90℃以下」

補給水 腐食 スケール
生成

基
準
項
目

pH(25℃ ) 6.8 ～ 8.0 6.8 ～ 8.0 7.0 ～ 8.0 7.0 ～ 8.0 7.0 ～ 8.0 7.0 ～ 8.0 ○ ○
電気伝導率(mS/m)(25℃ )
　　　　{μS/cm}(25℃ )(1)

40以下
{400以下}

30以下
{300以下}

30以下
{300以下}

30以下
{300以下}

30以下
{300以下}

30以下
{300以下} ○ ○

塩化物イオン(mgCl-/ℓ ) 50以下 50以下 50以下 50以下 30以下 30以下 ○
硫酸イオン(mgSO42-/ℓ ) 50以下 50以下 50以下 50以下 30以下 30以下 ○
酸消費量(pH4.8)(mgCaCO3/ℓ) 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 ○
全硬度(mgCaCO3/ℓ ) 70以下 70以下 70以下 70以下 70以下 70以下 ○
カルシウム硬度(mgCaCO3/ℓ ) 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 50以下 ○
イオン状シリカ(mgSiO2/ℓ ) 30以下 30以下 30以下 30以下 30以下 30以下 ○

参
考
項
目

鉄(mgFe/ℓ ) 1.0以下 0.3以下 1.0以下 0.3以下 1.0以下 0.3以下 ○ ○
銅(mgCu/ℓ ) 1.0以下 0.1以下 1.0以下 0.1以下 1.0以下 0.1以下 ○
硫化物イオン(mgS2-/ℓ ) 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと ○
アンモニウムイオン(mgNH4/ℓ ) 1.0以下 0.1以下 0.3以下 0.1以下 0.1以下 0.1以下 ○
残留塩素(mgCl/ℓ ) 0.3以下 0.3以下 0.25以下 0.3以下 0.1以下 0.3以下 ○
遊離炭酸(mgCO2/ℓ ) 4.0以下 4.0以下 0.4以下 4.0以下 0.4以下 4.0以下 ○
安定度指数 - - - - - - ○ ○

項　　目(1) (6)

冷　　却　　水　　系(4)

傾　　向(2)

循環式 一過式

循環水 補給水 一過水 腐食 スケール
生成

基
準
項
目

pH(25℃ ) 6.5 ～ 8.2 6.0 ～ 8.0 6.8 ～ 8.0 ○ ○
電気伝導率(mS/m)(25℃ )
　　　　{μS/cm}(25℃ )(1)

80以下
{800以下}

30以下
{300以下}

40以下
{400以下} ○ ○

塩化物イオン(mgCl-/ℓ ) 200以下 50以下 50以下 ○
硫酸イオン(mgSO42-/ℓ ) 200以下 50以下 50以下 ○
酸消費量(pH4.8)(mgCaCO3/ℓ) 100以下 50以下 50以下 ○
全硬度(mgCaCO3/ℓ ) 200以下 70以下 70以下 ○
カルシウム硬度(mgCaCO3/ℓ ) 150以下 50以下 50以下 ○
イオン状シリカ(mgSiO2/ℓ ) 50以下 30以下 30以下 ○

参
考
項
目

鉄(mgFe/ℓ ) 1.0以下 0.3以下 1.0以下 ○ ○
銅(mgCu/ℓ ) 0.3以下 0.1以下 1.0以下 ○
硫化物イオン(mgS2-/ℓ ) 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと ○
アンモニウムイオン(mgNH4/ℓ ) 1.0以下 0.1以下 1.0以下 ○
残留塩素(mgCl/ℓ ) 0.3以下 0.3以下 0.3以下 ○
遊離炭酸(mgCO2/ℓ ) 4.0以下 4.0以下 4.0以下 ○
安定度指数 6.0 ～ 7.0 - - ○ ○

注）（1）項目の名称とその用語の定義および単位はJIS K 0101による。なお、｛　｝内の単位および数値は従来単位によるもので、参考として
併記した。

（2）欄内の○印は腐食またはスケール生成傾向に関係する因子であることを示す。
（3）温度が高い場合（40℃以上）には、一般に腐食性が著しく、特に鉄鋼材料が何の保護皮膜もなしに水と直接触れるようになっている

時は、防食薬剤の添加、脱気処理など有効な防食対策を施すことが望ましい。
（4）密閉式冷却塔を使用する冷却水系において、閉回路循環水およびその補給水は温水系の、散布水およびその補給水は循環式冷却水系

の、それぞれ水質基準による。
（5）供給・補給される源水は、水道水（上水）、工業用水および地下水とし、純水、中水、軟化処理水などは除く。
（6）上記15項目は腐食およびスケール障害の代表的な因子を示したものである。
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●施工補足

1）防雪フードの使用について

※一体型チラーユニットの騒音や排ガスによる臭いが、近隣に影響を及ぼさないよう、フードの設置方向や排気延
長キットとの組み合わせなど設置時に、配慮してください。

●防雪フードの吹出方向は、下図のようにユニット上部にある排気トップが吹出側になるように設置してくださ
い。反対方向に設置した場合、排気が防雪フード内で滞留し、フード、天井パネルに結露、氷結することにより、
機器に不具合が発生する可能性があります。…
周囲の環境状況により、吹出し方向を反対方向に設置する必要がある場合は、排気延長キットを設置し、排気が
防雪フードの外へ排出されるようにしてください。

排気トップ

左側面図

●一体型チラーユニット本体の上部には右図に示すよう
に、冷却水封入口があります。防雪フードを使用する
場合には、冷却水の補充やエアー抜きができるように
手配時に配慮してください。

2）架台上に一体型チラーユニットを設置する場合

●安全にメンテナンス作業を行うため高い基礎上に一体型チラーユニットを設置しメンテナンス時に脚立等の使
用が必要な場合には図のようなメンテナンス空間を設け、脚立等に乗らずに作業できるようなスペースを設けて
ください。また、落下の危険がある場合には手すり等の安全策を講じてください。

冷却水封入口

背面側

一体型チラー
ユニット 作業スペース

架台
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（2）冷温水配管工事について

●複数台設置の場合、各ユニットの流量が同量となるように、リバースリターン配管方式や流量調整弁による調整
等を行ってください。

チラーユニット

（3）降雪センサー取付け方法

降雪センサー [SNOW]（CN039）・・・3Pコネクター
・リレーがＯＮすることにより一体型チラーユニットの運転・停止に関係なくファンが回転します。
●配線例

電源

メイン基板 

降雪プラグ 
（CN39）

外部接点* 
（降雪センサー：現地手配）リレー 

1 1

2 2

3 3

注1）メイン基板とリレーまでの配線長は2m未満にしてください。
降雪センサー、リレー、3Pソケット、および配線は現地手配をしてください。

注2）リレーは接点仕様が最小適応負荷0.1mAのものを選定してください。

E-13

1. 据付工事要領 施工編



2. 電気工事要領

E-14

施工編



E-15

2. 電気工事要領 施工編



2. 電気工事要領

E-16

施工編



E-17

2. 電気工事要領 施工編


	施工編
	1.据付工事要領
	（1）据付工事説明書
	（2）冷温水配管工事について
	（3）降雪センサー取付け方法

	2.電気工事要領

